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事業区分について はじめに 

電子書籍配信 

電子書籍提供 

•パートナー企業(海外含む)への電子書
籍配信システム、書籍データ提供 

•自社配信サイト(海外含む)での電子書
籍販売 

•書籍の電子化受託、電子書籍配信プ
ラットフォームの受託開発、eBook図書
券の販売 等 

•コンテンツ/キャラクターを活用した 
販促プロモーション 

•中華圏向けプロモーション支援 

•知育アプリの開発・販売 

•紙書籍、CD、DVD等のオンライン販売 

•各種システム開発受託 等 

ブークス、マグネットを2Qより連結 
(P/L取り込みは3Q～) 

① 電子書籍事業 ② クロスメディア事業 

3Qより、2社のP/Lを取り込み 
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 3Qは前年同期比で増収減益 

 連結売上高 20.8億円 （前年同期比 +54.0%） 
 連結経常利益  △4百万円 （前年同期比 △104.6%） 

 引き続き、中期計画に沿った投資を順次実行 

 自社直販のさらなる強化 
 続刊を発売日に自動購入できる「新刊オート便」を開始(9/8) 

 電子フォトブック作成サービス「ほんつく」をリリース(10/7) 

 「萌え系」無料マンガアプリ「みんなのコミック」を創刊(11/11) 

 中期注力領域(BtoB/クロスメディア/グローバル展開)への投資を加速 

 インドネシアで日本マンガを販売する電子書店「MangaMon」をオープン(11/1) 

 連結業績予想に沿って進捗中(3Qよりブークス等を連結子会社化)*1 

 連結売上高 70～75億円 （予想） 
 連結経常利益  △2～0億円 （予想） 

*1: 2015年9月8日開示 

エグゼクティブサマリー 3Q 業績 1 
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第3四半期 業績ハイライト 3Q 業績 1 

2015年度3Q 
(連結） 

前年同期比 前四半期比 

連結売上高 2,084 54.0% 29.1% 

 電子書籍事業 1,299 1.2% △11.1% 

  電子書籍配信 1,223 0.6% △11.6% 

  電子書籍提供 75 12.6% △1.8% 

 クロスメディア事業 785 1,023.1% 414.6% 

連結経常利益 △4 △104.6% △95.2% 

（単位：百万円） 

電子書籍事業は、大規模ポイント施策を実施した2Qの反動もあり、前四半期比 
で減収入。クロスメディア事業は、ブークス等の連結子会社化で大幅伸長 
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売上高・経常利益の推移 3Q 業績 1 

864  
1,000  1,065  

1,224  
1,065  

1,300  1,353  1,409  1,330  

1,614  

2,084  

102 127 98 98 103 110 90 13 11 

△ 87 △ 4 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 

（単位：百万円） 

■連結売上高 ■連結経常利益 

連結売上高は、連結子会社化等で前年同期比54%増収 
連結経常利益は、足下の積極投資、のれん償却等により赤字継続も、赤字幅は2Q比で縮小 

(個別) (連結) (連結) (連結) (個別) (個別) (個別) (個別) (連結) 

2015年度 2013年度 2014年度 

(連結) (連結) 
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事業別の売上高推移 3Q 業績 1 

（単位：百万円） 
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■電子書籍事業(配信) ■電子書籍事業(提供) ■クロスメディア事業 

連結子会社の増加により、3Qよりクロスメディア事業が大きく拡大 

(個別) (連結) (連結) (連結) (個別) (個別) (個別) (個別) (連結) (連結) 

2015年度 2013年度 2014年度 

(連結) 
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パソコン・モバイル別の売上高推移（電子書籍配信のみ） 3Q 業績 1 
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（単位：百万円） 

■パソコン ■モバイル（スマートフォン＋タブレット） 

モバイル経由の売上高が、開業以来初めて全体の7割超に 

2015年度 2013年度 2014年度 
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連結損益計算書の主要項目（対前年同期比） 3Q 業績 1 

2014年度3Q 
（連結） 

2015年度3Q 
（連結） 

増減率 備考 

売上高 1,353 2,084 54.0% 子会社連結の影響 

 電子書籍事業 1,283 1,299 1.2% 

 クロスメディア事業 69 785 1,023.1% 子会社連結の影響 

売上原価 779 1,310 68.1% 子会社連結の影響 

 版権使用料 713 719 1.0% 

販売費及び一般管理費 484 781 61.2% 

 支払手数料 67 88 31.5% 子会社連結の影響 

 人件費（賞与を除く） 136 236 72.4% 採用増による人員増、子会社連結の影響 

 広告宣伝費 84 88 4.7% 

 ポイント引当金繰入額 62 38 △38.1% 

営業利益 89 △7 △108.2% 

経常利益 90 △4 △104.6% 

税引前当期純利益 90 △4 △104.6% 

当期純利益 77 △12 △115.6% 

（単位：百万円） 
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連結貸借対照表の主要項目 3Q 業績 1 

（単位：百万円） 

2015年度2Q 
（連結） 

2015年度3Q 
（連結） 

増減率 備考 

資産 4,521 4,508 △0.3% 

 現金及び預金 2,478 2,283 △7.9% 

 売掛金 765 786 2.7% 

負債 1,682 1,682 0.0% 

 買掛金 1,053 1,150 9.3% 子会社連結の影響 

純資産 2,838 2,826 △0.5% 

 資本金 776 776 0.0% 

 資本剰余金 910 910 0.0% 

 利益剰余金 1,062 1,050 △1.1% 

 自己株式 0 0 0.0% 
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参考：ジャンル別取扱冊数の推移 3Q 業績 1 
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■男性マンガ ■女性マンガ ■総合図書  ■その他 

各ジャンルで取扱冊数を拡大し、40万冊を突破(前年同期比 約1.6倍) 

（単位：冊） 

414,040 

2015年度 2013年度 2014年度 

260,390 

161,030 
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登録会員数の推移 3Q 業績 1 

（単位：千人） 
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昨年11月の100万人突破以降も順調に会員基盤を拡大し、現在117万人 

2015年度 

1,173 

2013年度 2014年度 

■既存会員 ■パソコン新規会員 ■モバイル新規会員 
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2015年度 業績見通し 3Q 業績 1 

（単位：百万円） 

3Q累計期間 
実績 

2016年1月期 
連結業績予想 

(9/8修正) 
進捗率 

売上高 5,029 
7,000 

～7,500 
67.1%～71.8% 

営業利益 △82 
△200 

～0 
－ 

営業利益率 △1.6% － － 

経常利益 △80 
△200 

～0 
－ 

経常利益率 △1.6% － － 

税引前当期純利益 △80 
△200 

～0 
－ 

当期純利益 △88 
△128 

～0 
－ 

連結業績予想に沿って進捗中(3Qよりブークス等を連結子会社化) 
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第3四半期 主要施策・トピックス 3Q 施策・トピックス 2 

3Q 主要施策・トピックス 

自社直販 

グローバル展開 
• インドネシア語訳された日本マンガを販売する電子書店
「MangaMon(マンガモン)」をオープン(11/1) 

• 続刊を発売日に自動購入できる「新刊オート便」を開始 (9/8) 

• 電子フォトブック作成サービス「ほんつく」をリリース(10/7) 

• 「萌え系」無料マンガアプリ「みんなのコミック」を創刊(11/11) 

• 貴重な出版資産を「当時の掲載そのまま」楽しめる、 
1950年代～60年代の『少年画報』を電子書籍化(11/27) 
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続刊を発売日に自動購入できる「新刊オート便」開始(9/8) 3Q 施策・トピックス 2 

継続的に新刊が発売される作品を対象に、一度のお申込みで自動的に発売日に購入可能に 

 発売日に自動的に本棚へ！ 

マンガや雑誌など、継続的に新刊が発売される作品を対象に、一度のお申込みで自動的に

発売日に購入、本棚へ格納される新サービス「新刊オート便」 

 「新刊オート便」登録方法は簡単！ 

①ワンタッチクレジット決済の登録 

②登録したい作品ページで「新刊オート便」ボタンをONに変更 
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電子フォトブック作成サービス「ほんつく」をリリース(10/7) 3Q 施策・トピックス 2 

無料で手軽に電子フォトブックが作成でき、家族や友人にもシェアが可能 

アプリ名 ：ほんつく 

動作環境 ：iOS7.1.2以上／Android OS 4.0以上 

価格 ：無料 

公式サイト ：http://hontsuku.ebookjapan.jp/  

http://hontsuku.ebookjapan.jp/
http://hontsuku.ebookjapan.jp/
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「萌え系」無料マンガアプリ「みんなのコミック」創刊(11/11) 3Q 施策・トピックス 2 

オリジナル描き下ろし作品で構成された無料のコミック雑誌「みんなのコミック」(略称:「みんコミ」)を、
11/11に創刊 

 20名以上の「萌え系」漫画家が 

定期的に新作を発表する新雑誌 

 web版/アプリ版の両方で閲読可能 

 10～30代男性を想定読者に、 

電子書籍ならではのマンガをお届け 

アプリ名 ：みんなのコミック 

動作環境 ：iOS8.0以上／Android OS 4.3以上 

価格 ：無料 

公式サイト ：http://www.mincomi.jp/  

Twitter ：@mincomi_jp   

http://www.mincomi.jp/
http://www.mincomi.jp/
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1950年代～60年代の「少年画報」を電子書籍化(11/27) 3Q 施策・トピックス 2 

少年画報社創立70周年記念事業の一環として、1950年代～60年代の月刊誌『少年画報』16冊を
「当時の掲載そのまま」に電子書籍化し、eBookJapanサイトで11/27より一年間独占配信 

1950年5月号 1950年7月号 

1967年12月号 1969年2月号 

『彦造傑作名画集』から「決戦宮本武蔵」 
（伊藤彦造、『少年画報 1950年5月号』より） 

©少年画報社 
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インドネシアで電子書店「MangaMon」をオープン(11/1) 3Q 施策・トピックス 2 

インドネシア語訳された日本マンガを販売する電子書店「MangaMon(マンガモン)」を11/1よりグランド
オープン 

「MangaMon」サイトURL：http://www.mangamon.id 

http://www.mangamon.id/
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インドネシアで電子書店「MangaMon」をオープン(11/1) 3Q 施策・トピックス 2 

「MangaMon」は、現地有力メディア企業「コンパス・グラメディアグループ」との共同事業 

当社 

 

電子書店「MangaMon」 
2015年11月1日オープン 

•日本における販売許諾取得 

•電子書籍の販売ノウハウ 

•基盤システム提供 

インドネシア語訳した 
日本のマンガを電子配信 

•翻訳権者の許諾取得 

•インドネシアにおける書籍販売ノウハウ 

•ブランド力、メディア力 

※インドネシア最大の日刊紙「KOMPAS」、テレビ
局「KOMPAS TV」など国内における一流メ
ディアを複数擁する巨大メディア企業グループ 

コンパス・グラメディアグループ※ 
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当社の目指す世界 今後の計画 3 

電子書籍のリーディングカンパニーとして 

日本の貴重な出版資産を 

手軽な形で、世界中の皆さまの手元に届けるとともに 

地球環境保護にも寄与する 



24 

中期テーマ 今後の計画 3 

 

世界の主要言語圏に、 

日本マンガを 

電子で届ける 

 
 

日本発の電子書籍 
グローバル売上No.1 

 

品揃えNo.1 

使い易さNo.1 

サービスNo.1 

 
 

国内総合電子書店 
No.1 

 

これまで これから 
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中期目標 今後の計画 3 

約50億円 300億円 

現状 5年後 

売上高 

経常利益率 

シェア*1 

5～6% 

3～4% 

10% 

7% 

5年後に「売上高300億円、経常利益率10%、シェア7%」を目指す 

100億 

クロス 
メディア 

自社直販 

BtoB 
クロスメディア 

*1: 日本発の作品のグローバル電子書籍売上に占める当社電子書籍売上割合（イメージ） 

100億 

100億 

自社直販 

BtoB 
+ 

グローバル 

電子書籍配信 

電子書籍提供 

クロスメディア事業 

1 

2 

3 

0 

電
子
書
籍
事
業 
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2015年度以降の事業展開 今後の計画 3 

中長期視点にて、自社直販のブラッシュアップを基軸にしつつ、新領域展開に注力 

①国内出版社/作家とのリレーション 
②業界トップクラスの品揃え 
③マンガを知り尽くしたスタッフ 
④15年改良してきた配信の仕組み 

自社直販 

会員基盤/顧客接点 
を有するパートナーと 

グッズ/イベント/プロモーション 
を手掛けるパートナーと 

海外現地パートナーと 

蓄積された強み 

グローバル展開 

クロスメディア展開 BtoB展開 

販路拡大 

取扱言語拡大 

事業領域拡大 

1 2 

3 

強みの進化 

0 
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2015年度の注力領域 今後の計画 3 

2015～16年度 

投資期 収穫期 

2017年度以降 

準備期 

2014年度 

1 BtoB展開 
（販路拡大） 

2 3 クロスメディア展開 
（事業領域拡大） 

グローバル展開 
（取扱言語拡大） 

• BtoB開拓 

• 紙と電子のハイブリッド 等 
• リアルイベント/グッズ販売 

• ネットプロモーション 等 
• 中国 

• 東南アジア 等 

システム投資 組織・人への投資 4 5 

• 基盤システム 

• 新サービス 等 
• エンジニア採用強化 

• 組織開発・能力支援 等 

2015年度は、中期的な飛躍に向けて大きな投資を実行する「積極投資の年」 

＋ 

新
規
事
業 

推
進
力 
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会社概要 参考資料 4 

株式会社イーブックイニシアティブジャパン 

eBOOK Initiative Japan Co., Ltd. 

項目 内容 

設立 2000年5月17日 

本社 東京都千代田区神田駿河台２－９ KDX御茶ノ水ビル 
代表電話： 03-3518-9544 

マザーズ上場日 2011年10月28日 （証券コード： 3658） 

市場第一部上場日 2013年10月28日 （証券コード： 3658） 

事業内容 電子書籍事業 (電子書籍配信, 電子書籍提供) 

代表者 代表取締役社長 小出 斉 

資本金 776,589千円（2015年10月末日現在） 

決算期 1月31日 

主要取引先 出版社、編集プロダクション、決済代行会社、システム開発会社、 
ISP、ポータル、キャリア、デバイスメーカー 

役職員数 114名（2015年10月末日現在）  

ウェブサイト http://www.ebookjapan.jp/ebj/ 

（単体） 
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創業理念：Save Trees! 参考資料 4 

当社はこれまで15年間で累計5,000万冊以上の電子書籍を販売し、 
25万本以上の木を救ってまいりました 

直径20センチ、樹高8メートルに育った、
樹齢20年の1本の木から、1冊300グラム
の本が約200冊できるといわれます 

創業者が出版社勤務時代に、大量の返本の山が断裁・焼却処分されることに地球環境への危惧を 
抱いたことが、当社の創業に至ったきっかけです 
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経営陣 参考資料 4 

出版業界 IT業界 

創業者、取締役会長 

鈴木雄介 
（小学館出身） 

取締役 

鈴木正則 
（小学館出身） 

創業者、常務取締役 

高嶋晃 
（シャープ出身） 

創業者、取締役 

礒江英子 
（シャープ出身） 

取締役 

村上聡 
（NEC、ハドソン出身） 

代表取締役社長 

小出斉 
（経営コンサルティング出身） 

出版業界とIT業界を繋ぐ役員陣 
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ビジネスモデル 参考資料 4 

当社 

著者 

出版社 

①電子書籍配信事業 

②電子書籍提供事業 

許諾 

電子書籍化 

データ提供 

掲載 

販売・ 
閲読 

販売・ 
閲読 

当社直販サイト 

電子書籍提供パートナー 

販売提携している主要ポータル 

ユーザー 

著者/出版社から許諾を受けた作品を電子書籍化し、直販、または協力各社を通じてユーザーに販売 
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当社の強み 参考資料 4 

• マンガの品揃えが世界最大級 
- 約14.4万冊*1 

• コンテンツ総数でも業界トップクラスの約41.4万冊*1 

• 雑誌、児童書、学術書も拡充 

• 背表紙表示や蔵書のフォルダー管理 
• マンガ好きも納得の高画質フォーマット 
• 即読みダウンロード対応 
• ブラウザでも、オフライン（アプリ）でも読める 

• まとめ買い機能で簡単に“大人買い” 
• 無期限に読める 
• 著名人やスタッフによるレビュー 
• 趣向を凝らした様々な特集企画 

品揃え 

使い易さ 

サービス 

*1: コンテンツ数は2015年10月末時点 
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当社の強み①：品揃え 参考資料 4 

男
性
マ
ン
ガ 

女
性
マ
ン
ガ 

そ
の
他 

2010’s 2000’s ～1990’s 

*1: コンテンツ数は2015年10月末時点 

定番の名作から新作まで、41.4万冊以上*1の電子書籍ラインナップ 

世界最大級の品揃え 

マンガ取扱冊数 

14.4万冊超 
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当社の強み②：使い易さ 参考資料 4 

背表紙表示モード サムネイル表示モード リスト表示モード 

読書好きが集まっているからこその、ユーザーの視点に立った蒐集欲をかき立てるサービス 

 購入した電子書籍は、電子書籍閲覧ソフトやネット上の書庫
（トランクルーム）に保管できます。 

 背表紙表示、サムネイル表示、リスト表示と利用者の好みに 
応じて表示形式の変更が可能です。 

 特に背表紙表示は、蒐集欲をかき立てるデザインとなっています。 

好みに合わせて、お気に入りの表示モードが選択可能 
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当社の強み③：サービス 参考資料 4 

購入 購入 

「1巻」 「2巻」 「37巻」最終巻 

購入 

クリック クリック クリック 

購入 

クリック 

「1～37巻」完結 

まとめ買いの場合は、ポイントアップでさらにお得！ 

まとめ買いサービスの充実により、購入者の1人当たり月額平均購入額5,000円を実現！ 

まとめ買い（当社の場合） 単巻毎に購入（多くの電子書店の場合） 

 37回購入手続きが必要   1回クリックするだけ！！  

まとめ買いでお得に購入 
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電子書籍業界の市場規模 参考資料 4 

電子書籍市場予測 （単位：億円） 

出典：電子書籍ビジネス調査報告書 2015 (c) Impress Corporation インプレス総合研究所 

電子書籍の市場規模は今後も順調に拡大し、５年後には3,000億円に近づく見込み 

729  
936  

1,266  
1,600  
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2,890  
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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度予測 2016年度予測 2017年度予測 2018年度予測 2019年度予測 
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競争環境 参考資料 4 

様々な領域から新たなプレーヤーが参入 

出典：電子書籍情報まとめノート   http://www7b.biglobe.ne.jp/~yama88/pla.html 
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ご注意 

 本資料は、これまでの業績および事業計画に関する情報の提供を目的として、当社が作成したものです。 

 本資料に掲載されている将来の見通し、その他今後の予測・戦略などに関する情報は、本資料の作成時

点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で判断したものであり、多分

に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要因の変化等により、本資料記載の見通しと

は異なる結果を生じる可能性があります。 

 投資に際しては、当社が公表している各種資料およびホームページ、またEDINETに開示している情報を

ご覧いただいた上で、投資家ご自身の判断でなされるよう、お願い致します。 

 なお、本資料は電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転送・転載

等はできません。 


